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１．はじめに  

 鋼橋では腐食損傷と疲労損傷の事例が急増している．これらの補修方法として，著者ら 1)は，コンクリート

による充填構造を提案しているが，近年問題となっているコンクリート塊の剥落が懸念される．この対策とし

てコンクリート表面の塗装による剥落防止を検討した．本報告はその結果を述べるものである． 

２．塗装仕様 
本塗装仕様は，表１に示すよ

うに首都高速道路公団の基準 2)

を満たすものである． 
３．施工要領 

塗装施工状況を図１に示す．

どの工程においても，塗料の調

合を含めて３０分程度の作業で

あり，全塗装工程は３日間であ

った． 

塗装施工の対象は，文献１）のコンクリート充填による補強試験体 FC1 を対象とし，着目パネルの片面の

みに塗装を施した．一方の側は塗装せずにコンクリート面のままとした． 
４．剥落防止効果 
剥落防止効果の確認は FC1 の載荷試験を通して実施した．各荷重段階におけるコンクリート剥落の様子を

パネル両面で比較して剥落防止塗装の効果を確認した．図２に各荷重段階および実験終了後の試験体の状況を 
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標準
膜厚

標準
使用量

μm kg/m3

素地調整

プライマー エポキシ樹脂プライマー － 0.10 ハケ、ローラー 4hr～7日

パテ エポキシ樹脂パテ － 0.40 ヘラ、コテ 16hr～7日

中塗
柔軟系ポリウレタン樹脂系

厚膜中塗 500 0.90
ハケ、ローラー

ヘラ、コテ
16hr～7日

上塗
柔軟系ポリウレタン樹脂系

塗料上塗 30 0.12 ハケ、ローラー

サンダーケレン、エアーブロー

工程 塗料名 塗装方法 塗装間隔

表１ 塗装仕様 

図１ 塗装施工状況 

素地調整 ﾌﾟﾗｲﾏｰ パテ 

中塗り 上塗り 塗装完了
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示す．図中の番号は図３の荷重－変位

曲線の番号に対応している．ここで，

降伏荷重は切欠きコーナー部の下フラ

ンジ下面に貼付した軸方向ひずみが降

伏ひずみに達した時の荷重である． 
降伏荷重の３倍を越える荷重ステッ

プ①（P=1192.7kN）でコーナー部のコ

ンクリートにひび割れが発生し，それ

に伴い，塗装もひび割れを生じた．こ

の段階では，両面ともにコンクリート

の剥落は生じていない．最大荷重を通

過した荷重ステップ②（P=1705.2kN）

で，コンクリート面の中央部に剥落を

生じた．一方，塗装側は上部に膨らみ

が見られるものの，この段階では剥落

は生じていない．最終的には，荷重ス

テップ③（P=1536.4kN）で，上フラ

ンジ側とウェブ中央部のコンクリート

が圧壊により落下した．落下したコン

クリート片の大きさは最大で約15ｃｍ

であった．なお，塗装側は引張側のひ

び割れから数 mm の破片が落下した程

度に留まった．コンクリートの圧壊に

より上フランジ側で塗装が 3ｃｍ程度

突出していたが，コンクリート塊の落

下は防止されていることを確認した． 
５．まとめ 
 本実験では，構造物が終局限界状態

を迎えた段階においても，剥落防止塗装

の施工によりコンクリート片の落下を

防止できることが示された．したがって，

本施工法は，コンクリート充填による鋼

Ⅰ桁の補修・補強方法におけるコンクリ

ートの剥落防止に非常に有効であり,優
れていることが判明した。 
最後に，本施工にご協力いただきまし

た日本ペイント株式会社の吉川課長，酒

井部長に深く感謝の意を表します． 
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図３ 荷重－変位曲線 

図２ 剥落防止効果の確認結果 
 コンクリート面 塗装面 

剥落破片 
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▽ 最大荷重 1728.9kN 
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